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第38号【福岡県への主な進出企業（2017年7月～9月）】

①医療・介護給食等の受託製造を行う森永食研(株)（本社：大分県）が、うきは市の三春工業団地に工

場を新設することを決定。新規雇用は約30名を予定、平成30年4月に操業開始予定。

②販売管理、在庫管理、顧客管理システム等の業務系アプリケーションシステムの開発、運用支援を

行う（株）テクノス（本社：長崎県壱岐市）が、福岡市に事業所を開設することを決定。平成29年10月に操

業開始。

③機械・電気・制御設計、ソフトウェア開発等を行う株式会社テクノライン（本社：岐阜県坂祝町）が、福
岡市博多区にオフィスを開設することを決定。新規雇用は約30名を予定、平成30年1月に操業開始予
定。

④花王製品の物流部門を担う花王ロジスティクス株式会社（本社：東京都）が、アイランドシティみなとづ
くりエリア内の物流施設への進出を決定。新規雇用は80名、平成29年10月に操業開始。

⑤建材・化学品等の商社である新ケミカル商事株式会社（本社：東京都千代田区）が、本社を北九州市
に移転することを決定。新規雇用は約10名を予定、平成30年4月に移転予定。

企業名
本社
所在地

立地場所 業種等

① 森永食研㈱ 大分県 うきは市
医療・介護給食等の受託製
造

② ㈱テクノス 長崎県 福岡市
業務系アプリケーションシス
テムの開発、運用支援

③ ㈱テクノライン 岐阜県 福岡市
機械・電気・制御設計・ソフト
ウェア開発

④ 花王ロジスティクス㈱ 東京都 福岡市
花王商品の配送、仕分け業
務

⑤ 新ケミカル商事㈱ 東京都 北九州市 建材・化学品等商社

他３社
※新増設・移転



企業立地関連

◆ 福岡県・久留米市・うきは市「企業立地セミナー in 大阪」を開催

１０月３０日、来年度から分譲開始予定の「久留米・うきは工業用地」を紹介する「福岡

県・久留米市・うきは市企業立地セミナー」を大阪市内で開催しました。

セミナーでは、服部副知事が「福岡県の立地環境について」と題して、インフラ状況、産

業施策、生活環境、優遇制度といった福岡県の企業立地上の魅力を紹介するプレゼン

を行い、100名を超える関西圏の企業の方に対して、「福岡県に立地してよかったと感じ

ていただけるよう、皆様の事業活動を全面的にサポートさせていただくことをお約束しま

す。」と力強く締めくくりました。

また、久留米市長、うきは市長からも両市の魅力をPRするプレゼンが行われたほか、

久留米市に立地するダイハツ工業株式会社執行役員・ダイハツグループ九州開発セン

ター副センター長の藤田一様から「九州開発センターの現状と今後の取り組み」と題した

講演が行われ、満員の会場は大変な熱気に包まれました。

（写真）プレゼンする服部副知事

（写真）県政報告を行う知事

◆ 福岡県経営トップ懇談会を開催

１１月２日、小川知事は、東京都内で開催された「福岡県経営トップ懇談会」に出席し、

福岡県出身者など本県にゆかりのある在京の企業経営者の方々に対し、県政報告を

行いました。

知事は、平成２９年７月の九州北部豪雨災害に関する被災状況・復旧状況を説明す

るとともに、先月２７日に天皇皇后両陛下が朝倉市を訪問されたことを報告しました。ま

た、さまざまな方からご支援をいただいていることに感謝の意を表するとともに、「国、関

係機関と連携し、一日も早く被災された方々が平穏な生活や仕事に戻れるよう、全力で

取り組んでいく」と述べました。

加えて、人口減少対策や地方創生の取り組み、グリーンアジア国際戦略総合特区の

推進、今後さらなる成長が期待できる自動車産業やIoT技術を活用した取り組み、県産

農林水産物のブランド化・輸出強化、交通インフラの充実など、本県の主要施策につい

て説明しました。

◆ 「立地企業振興会総会・交流会」を開催

福岡県では、県内立地企業の相互の情報交換や、行政に対する意見や要望をい

ただく場として、「福岡県立地企業振興会」を組織しています。８月４日、福岡市内で

同振興会の総会・交流会を開催しました。

総会では、県施策発表や会員企業のＰＲのほか、(株)日本政策投資銀行 九州支

店 企画調査課長 水木祐一氏、(株)関家具 代表取締役社長 関文彦氏による講

演が行われ、約１２０名の参加者は熱心に聞き入っていました。
（写真）総会の様子

（写真）会場の様子



◆ FCバス出発式を開催

９月２９日、水素で走る燃料電池（ＦＣ）バスの試験運行を県内で実施するに当

たり、福岡県庁で出発式を開催しました。

このたび、福岡県はトヨタ自動車株式会社から今年２月に日本で初めて発売さ

れた「トヨタＦＣバス」を借り受け、バス事業者である西日本鉄道株式会社、昭和

自動車株式会社、北九州市交通局が、１０月８日まで走行性能などの検証や一

般向けの試乗会を行いました。

知事は、「ＦＣバスは水素で走行し、二酸化炭素などを出さないためクリーンで、

大量輸送に適しているだけでなく、災害時の避難所などにおいて電気を供給する

機能も併せ持っています。この試験運行を通じて、一人でも多くの皆さまに、ＦＣ

バス、そして水素エネルギーに対する理解を深めていただきたい」とあいさつしま

した。
その後、知事は来賓とともにＦＣバスに試乗し、ＦＣバスのクリーンで静かな乗り
心地を確認しました。

福岡県の先端成長産業関連

◆ 平成29年度福岡県ベンチャービジネス支援協議会・福岡
ベンチャークラブ総会・FVM大賞2017授与式を開催

県では、福岡県ベンチャービジネス支援協議会（ＦＶＢ協議会）によるビジネ

スプラン発表会・商談会を通じたビジネスマッチング（フクオカベンチャーマー

ケット）や海外展開支援、福岡ベンチャークラブによる学びと交流の場の提供

など、ベンチャー企業の育成支援を行っています。

７月３１日、平成２９年度ＦＶＢ協議会・福岡ベンチャークラブ総会・ＦＶＭ大賞

２０１７授与式が福岡市で開催されました。
小川知事は、「福岡県ベンチャービジネス支援協議会、福岡ベンチャークラ
ブが多くの企業に活用されることによって、世界に羽ばたくベンチャー企業が、
ここ福岡県から一社でも多く生まれるように、県としても皆さまと一緒になって、
新たな市場や分野に挑戦する意欲溢れる経営者を全力で応援してまいりま
す」とあいさつしました。

（写真）（写真上段左から）

松下企画運営委員長、古賀FVB副会長、貫FVB会

長、小川知事、川上FVB副会長、増喜FVM大賞選考

委員長

（写真下段左から）

ＦＶＭ大賞２０１７授賞者の皆さん（Waris 河氏、

Fusic 納富氏、スカイディスク 橋本氏、BOND 古川

氏）

◆ 福岡水素エネルギー戦略会議「平成２９年度総会・講演会」
を開催

県では、「福岡水素エネルギー戦略会議」を設立し、水素関連技術の集積と

産業の育成を図り、水素エネルギー・燃料電池分野を本県の成長産業へと発展

させるための取り組みを行っています。

８月８日、福岡水素エネルギー戦略会議の「平成２９年度総会･講演会」が福岡

市で開催されました。
同会議の顧問である小川知事は、「県では、官民によるふくおかＦＣＶクラブを
核に、ＦＣＶの普及と水素ステーションの整備を一体的に推進している。現在、県
内では８７台のＦＣＶが走行している。昨年度、新たに古賀市と宮若市の２カ所に
水素ステーションを整備し、県として当面の目標としてきた１０カ所を達成した。さ
らに、今年度から、水素を製造する際の変換効率を高めるための研究開発支援
についても取り組んでいる。今後も、水素エネルギー社会の実現を目指し、全力

（写真）展示を視察する知

事

（写真）試乗会で走行する「トヨタＦＣバス」

（写真）テープカットの様子



福岡県の有効求人倍率

◆ みあれ祭が開催

１０月１日、宗像大社の秋季大祭「みあれ祭」が宗像市で開催されました。宗像大社

の沖津宮（沖ノ島）、中津宮（大島）、辺津宮（宗像市田島）に祭られた三女神が年に一

度、辺津宮にそろう神事です。

みあれ祭懇親会に出席した知事は、谷井宗像市長をはじめとする地元関係者を前に、

７月に世界文化遺産に登録された「『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群」について、

「何よりも、地元の全ての関係の皆さまの長年にわたるご尽力があって実現したもので

あり、心からお礼を申し上げます。これからは、この世界の宝を次の世代に守り伝える

とともに、資産の価値の国内外への発信、資産にふさわしい形での地元への活用につ

いて、皆さまと知恵を出し合ってやっていきたい」とあいさつしました。

「福岡県企業立地情報」 http://www.kigyorichi.pref.fukuoka.lg.jp

工場等の事業所用地・優遇制度の詳細はHPをご覧ください！

～その他～

（写真）あいさつする知事

（出典：福岡労働局「平成29年10月31日発行 雇用失業情勢（平成29年9月分）について」）

※全国及び福岡県の数値は季節調整値（地域別は原数値）

7月 1.52 1.50 1.60 1.32 1.13 1.33

8月 1.52 1.51 1.66 1.34 1.25 1.35

9月 1.52 1.52 1.72 1.39 1.25 1.39
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（写真）「みあれ祭」の様子


